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１．はじめに 

 富山湾沿岸では昔から寄り回り波と呼ばれる突如

来襲するうねり性波浪の被災がある．これらの災害

対策とし寄り回り波の特性について理解を深め，予

測システムを構築することが必要である.過去に寄

り回り波の観測から特性の解明を行うために，麻柄

ら 1)は 2013 年 4 月 8 日に富山湾に来襲した寄り回

り波について調べた．また李ら 2)はメソ気象モデル

MM5 による気象場の再現と波浪推算モデルによる

再現計算を行った．斉藤 3)はニューラルネットワー

クを構築し効率的に波浪予測を可能とするモデルの

構築を試みた．本研究では,過去に発生した寄り回り

波を対象とし,気象庁で公表されている予報値から

予測を行う数値モデルの構築を行う事が目的である．

その第一歩として，寄り回り波の特性を観測データ

より明らかにする． 

２． 寄り回り波の特性 

 既往の研究結果から以下の特性が確認されている 1）． 

(1)突如来襲（意外性） 

低気圧が富山湾周辺を通過し,風や風浪がおさまり

天候が回復した頃に突如来襲する. 

(2)水位変動 

寄り回り波来襲の 1 日前程度から，有義波高の水位

が数 10cm 程度低下している. 

(3)偏向して富山湾に侵入 

対馬海流によりうねりが右へカーブして富山湾に侵

入する. 

３．研究手法 

はじめに,富山湾で観測された 2000 年~2015 年ま

での有義波高について調べ，その中で 2008 年と

2013 年に卓越したものを見つけた． 2008 年 2 月

23~25 日と 2013 年 4 月 7～8 日に焦点をあて，それ

の有義波高と風速の関係について調べた．また，イベ

ント中の風速場を確認するために JRA-55 の再解析

値および観測データを用いた．次に，富山港(富山県)，

直江津港(新潟県)，酒田港(秋田県)，棚瀬港(北海道)で

観測された有義波高と周期を比較し富山で寄り回り

波が観測された日に，他の日本海側の観測地で寄り

回り波の来襲があるかを調べた．  

４．結果と考察 

 富山湾の有義波高と風速の時系列を図-1，図-2 に

示す．まず有義波高についてみると，2008 年と 2013

年の両方で寄り回り波の特性である来襲の 1 日前程

度から有義波高が 10cm 程度低下しており，波高低

下後に急激に波高が上昇しているのが見られる．こ

のことから突如来襲してくることが分かる．        

次に有義波高と風速を比較してみると，2013 年で

は顕著な風速の低下が見られたが，2008 年では見ら

れなかった。しかし来襲前に比べると少し低下して

いるのが分かる．このことから風浪がおさまった頃

に来襲してくることが分かる．また富山地方気象台

で観測された風速と，海上保安庁で観測されたもの

を比較すると 2013 年はほとんど差が見られなかっ

たが，2008 年では大きな差が見られた．  

 

図-1 2008 年 2 月 23～25 日の有義波高と風速の時系列 

 

図-2 2013 年 4 月 7～9日の有義波高と風速の時系列 
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次に風速場について図-3 は左から 2 月 23，24 日

12時の地表面解析値の風速ベクトルの空間分布を示

す．図-4 は左から 4 月 7 日，8 日 12 時の地表面解

析値の風速ベクトルの空間分布を示す．図-3 から寄

り回り波来襲日に北海道西の海域から富山湾に向け

て風が吹いている事が分かる．このことから，北海道

西の海域からうねりが風によって伝播し富山湾に侵

入してきている事が分かる．しかし，図-4 では寄り

回り波の来襲日である 8 日に西から東にかけて風が

吹いていた．これは，JRA-55 の時間分解能が不足し

ているためと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 JRA-55 より得た 2008 年 2 月 23，24 日 12 時の 

風速場(m/s) 

  

 

 

 

 

 

 

 

図-4  JRA-55 より得た 2013 年 4 月 7，8日 12 時の 

風速場(m/s) 

次に 4地点の有義波高を図-5 に示す．富山を除く

3 地点では 23 日に急激な波浪の発達が見られる．ま

た 3 地点とも 24 日にかけて高波浪状態が続いてい

る．富山は他の 3 地点に比べ 1 日ほど遅れて高波浪

状態となり，最大有義波高が 9.92m と最も高かった．                     

また 4 地点の周期を図-6に示す．4 地点共 10s を越

す周期が見られ，うねり性波浪が発生していること

が分かる．特に富山では最大周期 16.2s を観測して

いた事が分かる． 

 
図-5 富山，直江津，酒田，棚瀬の 2008 年 2 月 22～25 日の

有義波高 

 

図-6 富山，直江津，酒田，棚瀬の 2008 年 2 月 22～25 日の

周期 

５．まとめ 

 本研究では寄り回り波の特性を明らかにした．水

位変動と突如来襲の特性について実際に観測された

データから確認する事が出来た．また富山以外の観

測地点を調べることで，波の大きさの変動を確認す

ると共に，他の地点で寄り回り波が観測されれば，そ

れを利用した予測の可能性を見出すことが出来た．

今後の課題として特性のさらなる理解を深めること

と，予測システムの構築が挙げられる．  
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